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北小学校グランドデザイン





学校経営の基本方針  〈はじめに子供ありき：子供たちが主役の学校〉
子供たちが、何を考え、何を必要としていて、どう進めていくべきか、常に「子供にとってどうか」




相互理解（教員・児童・保護者・地域）に基づく開かれた学校づくり
学校、家庭、地域が相互に連携し子供の健全育成に努め、学校の情報発信及び情報収集に努め、地域の誇りとなる学校づくりを行う。


「生きる力」の育成・・・落ち着いて張りのある生活
確かな学力・豊かな心・健康や体力をバランスよく身に付けさせる。
生徒指導・教育相談・特別支援教育の機能を活かし、学級・学年経営を図る。
学 校 教 育 目 標



知

なぜだろう
・自分から課題を発見する
・運動（1日45分間の外遊び）
とバランスの良い食事に関心
をもつ
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意
情

・正しい判断ができる
・温かさ　美しさ　
・正しい言葉遣い
・きまりを　大切にできる

・友達と協同・協働して
学習する
・みんなのため、友達のため　自分のために行動する
・歌声の輪を創る
・あいさつができる

さあやるぞ
これでよいのか



子供・家庭
北小が
大好き
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教職員
地　域


目指す学校像
『子供も　教職員も　みな笑顔で
（き）気持ちよく　（た）助け合う　安全・安心な学校』








教職員事故（不祥事）を絶対に起こしません。起こさせません。
※退勤・時間外勤務の管理（残４５時間以上０名を）⇒（ノー残業デー・ふれあいデー）の計画・実施
メンタルヘルス（何でも話せる、風通しの良い職場つくり）
心の教育の充実
〇深い児童理解⇒困っている子の視点
　・常に最悪を想定して（報連相確の徹底）
・２５％ルールで対応を
　・気になったら声掛け
　・ＳＳＲの活用（不登校対応）
　・いじめ問題は、チームで対応
　（３日　３０日　３カ月を意識）

授業の充実
〇授業と生徒指導の一体化
　・「自己存在感」の実感
　・「自己決定」の場
　・「共感的人間関係」の育成
　・安全・安心な「居場所づくり」
〇授業で勝負
　・「できた」「わかった」⇒「できるようになった」授業を目指して


安全・安心の確保と教育環境の整備
〇安心できる学校環境
・当たり前のことを　当たり前に
・「もしかしたら」を想像・想定して
〇潤いのある学校環境
　・「場を清め　礼を正し　時を守る」
　・子供たちのために⇒子供が主役の学校







重点目標】今年度の重点
(1) 心の教育の充実
(2) 授業の充実
(3) 安全・安心の確保と教育環境の整備
基盤となる在り方
○ 服務の厳正
「教職員事故（不祥事）を絶対に起こしません。起こさせません。」
○ 協働と研鑽
○ 全教職員による学校運営への参画…共に認め合い、高め合う教職員
○ 職員研修の充実････魅力ある授業の創造、学習指導の充実、学校諸活動の向上
想像を巡らせ、
自ら考え表現できる児童の育成
～豊かな表現力を育むための、「読解力」の向上を目指す取組～
学校研究主題
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